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1 はじめに 
近畿大学産業理工学部と筑豊ムラおこし・地域

づくりゼミナール（筑豊ゼミ）独楽研究会では，

両手をあわせて一回ひねるだけで 14 分以上（最

長 20 分）回る大名独楽について研究を行ってい

る．大名独楽とは，福岡県飯塚市にある「日本の

独楽資料館」の花元館長が 20 年の歳月を掛けて

製作した誰が回しても長時間回る独楽である． 

これまで大名独楽の製作は経験則で改良してき

たが、工学的な見地から大名独楽を長時間回り続

ける手法を研究するため，2013 年から筑豊ゼミ内

に独楽研究会を立ち上げ，近畿大学産業理工学部

の教員と連携し，独楽を長時間回すにはどのよう

な回し方が良いのか，長時間回り続ける独楽はど

のような構造が良いのかについて研究を行ってき

た． 

研究の結果，大名独楽の回転時間は独楽自身の

特性に大きく異存をしているが，それ以外の外部

環境（気温や空気の流れ），回し方，大名独楽が

回転している時のバランス（歳差運動），独楽を

回す天盤（ガラス板）も回転時間に与える影響が

大きいことが判明した． 

本発表では，大名独楽の動作を解析することに

よって明らかになった，大名独楽を長時間回転さ

せるために求められている要素について説明する．  

 

2 大名独楽 
大名独楽とは，江戸時代における大名の道楽の一

つである大名独楽勝負で用いられた独楽である．

大名独楽勝負では，天盤に向かい合って独楽を回

し合い，長く回った方が勝ちという勝負であった．

この大名独楽勝負のために，各大名は競って各流

派の独楽師を高禄にて召し抱えたとのことである．

大名独楽勝負の模様を書き留めた古文書に「独楽

は一刻半回り続けた」とあることから，その時代

の独楽は 2 時間以上回り続けたと考えられるが，

現在ではどのような独楽であったのかという記録

は残っていない． 
日本の独楽資料館の花元克巳館長は，15 年前よ

り大名独楽を研究し始め，当初は 3～4 分回る独

楽であったが，次は 6 分回る独楽となり，次第に

8 分，12 分，15 分と回る独楽ができ，現在の最新

の独楽は20分近く回る独楽となっている．図1, 2

に大名独楽の写真を示す． 

図 1 大名独楽         図 2 大名独楽(横) 

 

現在作成している大名独楽は，独楽の本体は圧

縮材を用いた木製であり，直径 10cm，重量 165g

程度である．圧縮材を用いて製作した独楽本体の

外周の内部には，鉛が均一に埋めこまれている．

そして，長さ約 10cm の心棒が独楽の中心に通し

てあり，独楽の軸先にはボールペンのペン先を利

用している．独楽職人が一つ一つ手作業で製作す

るため，完全に同一の独楽を作成することはでき

ず，独楽によって特性が異なっている． 

この独楽を両手で1回のひねりだけで回すこと

によって，約 1800rpm の初期回転を与える事がで

き，最長 20 分程度回り続ける． 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 1 回ひねりでの回転 
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3 大名独楽の回転特性 
一般的な独楽では，独楽の軸（心棒）が歳差運

動を始めるが，大名独楽はバランスが取れており，

ほとんど歳差運動を生じない特徴を持っている．

さらに，回転開始時に独楽の軸がふらついていた

場合でも，時間がたつにつれ回転が安定する現象

が確認できる． 

大名独楽の回転時の様子を観測していると，大

名独楽でもある程度回転速度が落ちてくるにつれ

て，歳差運動を始めてふらつき始める．しかしな

がら，大名独楽では，歳差運動でふらつきを始め

ても，何度かふらつきが落ち着く現象（起き上が

り現象）が現れる（図 4）．この起き上がり現象

が発生することによって，回転時間が長くなって

いる．この起き上がり現象は，同じ大名独楽でも

回し方によっては生じない。また、複数製作した

大名独楽でも起き上がり現象が生じる独楽と生じ

ない独楽がある。このことから、大名独楽の歳差

運動は，回転時のバランスと独楽の軸のふらつき

による相関関係によって生じているのではないか

と考えている． 

図 4 大名独楽のおきあがりの様子 

 

大名独楽の回転特性を検討するために，製作時

期（世代）が異なる大名独楽について，時間経過

による独楽の回転数変化と回転時間の会計兼以降

について実験をおこなった．実験では，タコメー

タを用いて，独楽の回転速度を測定している．大

名独楽を複数回回して時間経過による独楽の回転

数変化が読み取れるグラフ（図 5）を作成した．

なお，本実験では初期回転数をほぼ一致するよう

にグラフを作成している.なお，測定時期が異な

るため，独楽を回す天盤（ガラス板）は異なって

おり，ガラス板によって回転傾向に多少の影響は

生じている．  

図 5 のグラフより，新しい世代の独楽の方が，

より長く回転していることが読み取れる．特に第

6 世代の独楽では，約 150rpm まで回転速度が低下

しても，回転を続けることができるほど，バラン

スが取れている．これまでの多くの大名独楽は，

約 180rpm 程度になると回転を終了していた．し

かしながら，独楽職人が製作した大名独楽のうち，

よく回る大名独楽は，回転速度が約 180rpm を下

回った後も回転を続けることが，回転特性を測定

した結果判明した． 

 

図 5  大名独楽の世代による回転時間 

 

5 おわりに 
2013年の研究開始当初に利用していた第4世代

の大名独楽では，大名独楽が歳差運動からの回復

をすることによって回転時間が延びていたことか

ら，歳差運動を上手く利用するための独楽の構造

と回し方について研究を行っていた．しかしなが

ら，独楽の構造が薄く，低重心化された第 5 世代

や第 6 世代の独楽では，歳差運動からの回復がほ

ぼ生じないようになったにも係わらず，回転時間

が長くなった．特に回転時間が長い大名独楽は，

回転数が低くなっても，歳差運動を生じずに回り

続けるようになっている．以上のことから，歳差

運動を利用した回転時間の延長効果よりも，独楽

の回転時のバランスを重視する方が，回転時間を

延ばすためには効果的ではないかと考えている．  

現在，研究では大名独楽をより長く回転させる

ための天盤（ガラス板）や大名独楽の重心位置に

ついて調査を行っている．今後は，大名独楽の回

転特性についての知見を得て，大名独楽の回転を

力学的に解析する予定である． 
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